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局

日

誌

７
月
１
日  『
会
報
一
九
〇
号
』
発
行

７
月
５
日  

理
事
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
リ
モ
ー
ト
）

７
月
21
日  

幹
事
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
東
区
）

７
月
29
日
第
１
回
中
国
地
区
理
事
会
・
研
修
会　
　
　
　
　
　
　

   （
リ
モ
ー
ト
）

８
月
４
日  

教
育
研
究
小
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
書
面
）

８
月
19
日  

人
事
給
与
小
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
リ
モ
ー
ト
）

８
月
23
日  

第
58
回
県
連
小
教
育
研
究
大
会
福
山
大
会  　
　
　
　
　
　
（
福
山
市
）

８
月
25
日  

総
務
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
東
区
）

９
月
５
日  

県
公
連
不
祥
事
防
止
対
策
特
別
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　

   （
立
町
）

９
月
６
日  

理
事
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
リ
モ
ー
ト
）

９
月
15
日  

速
報
No
３
発
行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

９
月
26
日  

全
連
小
教
育
課
程
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
東
京
）

10
月
３
日  

小
学
校
教
育
の
充
実
に
関
す
る
施
策
と
予
算
に
つ
い
て  

             

提
出
並
び
に
意
見
交
換　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      （
県
教
委
）

10
月
11
日  

県
公
連
理
事
会･

評
議
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
立
町
）

10
月
13
日  

全
連
小
理
事
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
東
京
）

10
月
14
日  

第
74
回
全
連
小
研
究
協
議
会
島
根
大
会   　
　
　
　
　
（
東
区
・
松
江
）

10
月
18
日  

幹
事
会
・
県
市
連
絡
協
議
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
区
）

10
月
21
日  

全
連
小
三
地
区
対
策･

調
研
担
当
者
連
絡
協
議
会　
　
　
　

  （
福
岡
）

10
月
25
日  

人
事
給
与
全
体
会                            　
　
　
　
　
　
　

   （
東
区
）

10
月
26
日  

広
報
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                        （
東
区
）

11
月
７
日  

県
公
連
不
祥
事
防
止
対
策
特
別
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　

   （
立
町
）

11
月
21
日  

全
連
小
教
育
課
程
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
東
京
）

12
月
1
日  『
会
報
一
九
一
号
』
発
行

※

会
場
の
略
号

（
東
区
）  

東
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー

（
立
町
）
広
島
経
済
大
学
立
町
キ
ャ
ン
パ
ス

世界人たれ…日本初の金メダリストに想う 
　海田町出身の織田幹雄氏は日本人初のオリンピック金メダリストである
（1928 年アムステルダム五輪　三段跳 15ｍ21cm）。昨年，世界陸連が織田
氏の功績を改めて世界的な遺産として称えるなど，100 年経ってもその偉
業は変わらぬ輝きを放っている。 
　幼い頃から努力・研究の人であり，「世界人たれ」と国内外問わず多くの
若者を導いた織田氏は，生き方でも人々を魅了する。 
　「織田幹雄さんは町の誇り」と胸を張る海田の子供たちが，近い将来，世
界人となって活躍してくれるものと期待する。 
※JR 海田市駅に近い織田幹雄記念館（織田幹雄スクエア内）では，織田氏
に関する資料等を無料で御覧いただけます。ぜひ一度おいでください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（海田町立海田南小学校・西岡律子 ）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
収

束
が
見
通
せ
な
い
中
、
三
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
社
会
経
済
活
動

も
生
活
ス
タ
イ
ル
も
変
化
し
続
け
て
き
ま
し

た
。　

　

私
た
ち
の
教
育
活
動
も
同
様
に
、
感
染
対

策
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
導
入
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
等
、
急
激
な
変

化
の
中
で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
コ

ロ
ナ
禍
で
の
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
」
を
学
校
経
営
の
中
心
に
据
え
て
、
実
践

を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、本
年
八
月
二
十
三
日
（
火
）、

会
場
で
開
催
す
る
大
会
と
し
て
は
、
三
年
ぶ

り
と
な
る
「
広
島
県
連
合
小
学
校
長
会
教
育

研
究
大
会
福
山
大
会
」
を
会
員
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
夏

季
休
業
中
の
午
後
開
催
や
会
場
設
定
、
分
科

会
の
も
ち
方
を
検
討
し
実
施
し
ま
し
た
。
県

内
の
感
染
状
況
か
ら
、
直
前
に
な
っ
て
参
集

方
法
を
変
更
し
た
た
め
、
規
模
は
縮
小
と
な

り
ま
し
た
が
、
会
場
と
各
所
属
を
リ
モ
ー
ト

で
繋
ぎ
全
県
に
配
信
す
る
な
ど
し
て
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
形
で
、
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と

を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
来
賓
の
広
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長
平

川
理
恵
様
か
ら
、「
学
び
の
変
革
」
の
更
な

る
加
速
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
質
的
向
上
、
教

員
の
資
質
・
能
力
の
向
上
、
探
究
的
な
学
び

の
推
進
を
は
じ
め
、
不
祥
事
防
止
に
向
け
て

教
職
員
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
福
山
市
教
育
委
員

会
教
育
長
三
好
雅
章
様
か
ら
は
、「
子
供
た

ち
一
人
一
人
の
経
験
や
思
考
の
過
程
を
観
な

が
ら
、
子
供
た
ち
が
自
ら
考
え
る
こ
と
を
促

す
教
職
員
の
役
割
を
実
感
を
も
っ
て
つ
か
ん

で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
の
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

実
践
提
案
は
、
十
分
科
会
を
代
表
し
て
、

第
九
分
科
会
の
福
山
市
立
網
引
小
学
校
河
田

節
生
校
長
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
〜
子

ど
も
自
ら
地
域
と
つ
な
が
り
、
地
域
に
働
き

か
け
る
教
育
活
動
の
推
進
〜
と
題
し
て
、
地

域
に
根
差
し
た
教
育
活
動
の
具
体
と
と
も

に
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

子
供
、
自
己
理
解
・
自
己
表
現
す
る
子
供
た

ち
の
姿
が
感
じ
ら
れ
た
提
案
で
し
た
。

　

指
導
・
助
言
を
い
た
だ
い
た
福
山
市
教
育

委
員
会
学
び
づ
く
り
課
長
本
宮
政
尚
様
か
ら

は
、「
実
践
発
表
の
中
に
あ
っ
た
様
々
な
体

験
か
ら
生
ま
れ
た
興
味
や
関
心
・
疑
問
を
、

さ
ら
に
自
分
で
調
べ
体
験
・
実
践
す
る
こ
と

か
ら
新
た
な
学
び
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
、

そ
こ
で
得
ら
れ
た
知
識
は
、
簡
単
に
剥
が
れ

落
ち
な
い
。」
と
の
ご
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
他
誌
上
提
案
と
な
り
ま
し
た
校
長
先

生
方
の
発
表
の
中
に
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
も
着
実
に
歩
を
進
め
ら
れ
た
教
育
実
践
を

拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、大
会
の
最
後
に
は
、福
山
シ
テ
ィ

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
代
表
岡
本
佳
大
様
か

ら
、「
福
山
か
ら
世
界
へ
」―

地
域
課
題
解

決
型
ベ
ン
チ
ャ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の

挑
戦―

と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
福
山
か
ら
Ｊ
リ
ー
グ
参
入
」
と
い
う

夢
と
志
を
も
ち
、
様
々
な
困
難
に
も
前
向
き

に
、
そ
し
て
先
を
見
通
し
た
経
営
戦
略
を
も

ち
、
様
々
な
方
々
と
つ
な
が
り
挑
戦
し
続
け

る
姿
は
、
私
た
ち
校
長
の
学
校
経
営
と
も
重

な
る
大
変
意
義
深
く
参
考
に
な
る
お
話
で

あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
達
は
、
今
、
次
の
時
代
を
担
う
子
供
た

ち
の
た
め
に
、
授
業
で
、
学
校
行
事
で
、「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
深
化
と
と

も
に
、
新
た
な
教
育
の
姿
を
め
ざ
し
、
教
職

員
と
と
も
に
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
大
会
の
実
践
・
誌
上
提
案
か
ら
、
そ
の

実
現
に
向
け
た
取
組
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
大
会
が
今
後
の
広
島
県
連
合

小
学
校
長
会
研
究
大
会
の
新
た
な
学
び
の
形

と
し
て
、
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
て

お
り
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
大
会
の
開
催

に
あ
た
り
、
ご
理
解
・
ご
助
言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
坂
田
登
会
長
を
は
じ
め
県
連
小
役
員

の
皆
様
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
県
連

小
事
務
局
、
会
場
で
ま
た
リ
モ
ー
ト
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
ま
し
た
校
長
先
生
方
、そ
し
て
、

現
地
で
こ
の
大
会
を
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
校
長
先
生
方
・
関
係
者
の
皆
様
に
改
め
て

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
福
山
市
立
深
津
小
学
校
）

第58回　広島県連合小学校長会教育研究大会福山大会
と き 令和４年８月23日（火）
ところ 広島県民文化センターふくやま
　　　　

１　開会行事
２　実践発表 
３　記念講演 
　　『福山から世界へ』
　　－地域課題解決型ベンチャーフットボールクラブの挑戦－
　　　　　福山シティフットボールクラブ代表　　岡本　佳大　氏
４　閉会行事 

大会主題　「自ら未来を拓き　ともに生きる
　　　　　豊かな社会を創る日本人の育成を目指す小学校教育の推進」
　　―夢や志をもち　他者と協働して
　　　　　　主体的に新たな価値を創り出す子どもを育成する学校経営―

     

第
五
十
八
回
広
島
県
連
合
小
学
校
長
会

                                       

教
育
研
究
大
会
福
山
大
会
を
終
え
て

現
地
実
行
委
員
長

寄
髙
俊
樹

一
歩
先
へ
〜
福
山
か
ら
の
提
案
〜
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一
　
は
じ
め
に

　

本
校
は
、
明
治
六
年
に
開
校
し
令
和
五
年

度
に
百
五
十
周
年
を
迎
え
る
。
学
校
の
横
に

は
多
く
の
生
き
物
が
生
息
す
る
永
慶
寺
川
が

流
れ
、
美
し
い
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
。

記
録
が
残
る
明
治
二
十
三
年
の
在
籍
児
童
は

四
十
三
名
で
あ
っ
た
。
今
年
度
は
、
八
百
五

十
五
名
三
十
二
学
級
で
あ
る
。
学
校
区
に
は

複
数
の
団
地
が
あ
り
、
学
校
周
辺
の
田
畑
の

宅
地
化
も
進
ん
で
お
り
児
童
数
は
増
加
し
て

い
る
。

二
　
経
営
の
理
念

　
「
自
ら
学
び　

共
に
高
ま
る　

児
童
の
育

成
」
を
学
校
目
標
に
掲
げ
、
育
て
た
い
資
質
・

能
力
を「
伝
え
合
う
力
」「
敬・愛・信
の
心
」「
体

力
を
高
め
る
力
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

分
掌
、
学
年
、
全
教
職
員
、
全
児
童
の
意
識

や
取
組
に
落
と
し
込
む
た
め
に
、
様
々
な
場

面
で
繰
り
返
し
伝
え
て
い
る
。な
お
、「
敬・愛・

信
」
と
は
、
広
島
藩
第
十
四
代
藩
主
の
浅
野

長
勲
侯
に
揮
毫
し
て
頂
い
た
書
の
言
葉
で
あ

る
。
児
童
に
は
「
人
を
敬
い
、愛
し
、信
じ
る
」

こ
と
が
で
き
る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
、
そ

う
す
れ
ば
人
か
ら
も
慕
わ
れ
る
人
間
に
な
れ

る
と
い
う
老
侯
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

平
和
を
願
い
、
違
い
を
認
め
許
し
合
う
こ
と

が
必
要
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
心
を
育
て

る
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

三
　
伝
え
合
う
力

　

今
年
度
は
「
伝
え
合
う
力
」
の
育
成
を
柱

に
授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
自
分
の

考
え
を
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
が
苦
手
な
児
童

が
多
い
。
こ
れ
か
ら
様
々
な
場
面
で
他
者
と

建
設
的
に
話
し
合
い
、
折
り
合
い
を
つ
け
て

い
く
た
め
に
は
、互
い
に
考
え
を
言
葉
で
「
伝

え
合
う
」
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
教
職
員
は
、

児
童
に
「
伝
え
た
い
」
気
持
ち
を
ど
の
よ
う

に
育
む
の
か
、
何
を
ど
の
よ
う
に
考
え
さ
せ

る
の
か
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
の
よ
う
な

集
団
で
伝
え
合
わ
せ
た
ら
思
考
が
深
ま
る
の

か
、
聴
き
手
に
受
け
止
め
反
応
す
る
力
を
ど

の
よ
う
に
つ
け
る
の
か
な
ど
、
学
級
経
営
と

も
絡
ま
せ
な
が
ら
指
導
内
容
・
方
法
を
考
え

実
践
し
て
い
る
。

四
　
抱
え
込
ま
な
い
力

　

昨
年
、
本
校
に
赴
任
し
た
日
の
職
員
会
議

で
、
あ
る
職
員
か
ら
「
働
き
方
改
革
と
い
っ

て
も
や
る
こ
と
は
多
く
疲
れ
て
い
る
。
校
長

と
し
て
ど
う
考
え
る
の
か
。」
と
問
わ
れ
、

と
っ
さ
に
「
先
ほ
ど
も
言
っ
た
よ
う
に
問
題

や
悩
み
を
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。
私
も
業
務
改
善
に
つ
い
て
抱
え
込
ま
な

い
よ
う
に
し
た
い
。
ア
イ
デ
ィ
ア
を
も
ら
い

た
い
。」と
伝
え
た
。実
際
、そ
の
後
、ア
イ
デ
ィ

ア
が
出
さ
れ
業
務
改
善
に
つ
な
が
っ
た
。
ま

た
、
業
務
上
の
ト
ラ
ブ
ル
や
ヒ
ヤ
リ
を
早
め

に
報
告
・
相
談
に
来
る
教
職
員
が
多
く
な
り
、

全
て
で
は
な
い
が
初
動
の
ミ
ス
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
た
り
、
仕
事
や
人
間
関
係
の
悩
み
相

談
に
来
て
元
気
を
取
り
戻
し
た
り
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
校
長
も
抱
え
込
ま

ず
教
頭
、
主
幹
教
諭
、
主
任
等
と
共
に
役
割

分
担
し
て
対
応
し
て
い
る
。

五
　
お
わ
り
に

　

本
校
に
は
明
治
時
代
か
ら
の
卒
業
写
真
が

飾
っ
て
あ
る
。
令
和
の
時
代
ま
で
の
卒
業
生

を
見
な
が
ら
学
校
教
育
は
、
人
を
育
て
、
社

会
を
育
て
、
時
を
つ
な
ぐ
か
け
が
え
の
な
い

営
み
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る
。
児
童
、

保
護
者
、
地
域
の
方
々
、
教
職
員
と
の
出
会

い
を
大
切
に
し
、
共
に
、
未
来
に
向
け
本
校

な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
。

廿
日
市
市
立
大
野
東
小
学
校
長

谷
本
直
子

〜
笑
顔
　
や
る
気
　
元
気
あ
ふ
れ
る
チ
ー
ム

大
野
東
小
を
目
指
し
て
〜

「
自
ら
学
び
　
共
に
高
ま
る
　
児
童
の
育
成
」
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一
　
は
じ
め
に

　

栗
原
小
学
校
に
着
任
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
と
き
、
市
教
委
か
ら
示
さ
れ
た
ス
ク
ー
ル

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「『
栗
原
し
ぐ
さ
』
を
基
盤

と
し
た
小
中
連
携
の
推
進
」
だ
っ
た
。

　
「
栗
原
し
ぐ
さ
」
と
い
う
の
が
分
か
ら
な

い
の
で
、
前
任
校
長
に
電
話
し
て
み
た
と
こ

ろ
、
す
ぐ
さ
ま
「
栗
原
し
ぐ
さ
」
を
説
明
す

る
掲
示
物
を
送
っ
て
下
さ
っ
た
。

　
「
栗
原
し
ぐ
さ
」
と
は

　

○
立
ち
止
ま
り
、目
を
見
て
挨
拶
を
す
る
。

　

○
ゆ
ず
る
気
持
ち
を
大
切
に
す
る
。

　

○
気
持
ち
の
良
い
学
び
の
場
を
作
る
。

　

バ
イ
ク
乗
り
の
わ
た
し
と
し
て
は
、（
そ

ん
な
こ
と
し
た
ら
こ
け
る
）
と
い
う
の
が

フ
ァ
ー
ス
ト
・
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

二
　
学
び
の
変
革
推
進
上
の
課
題

　

着
任
し
て
最
初
に
出
会
っ
た
の
は
、「
栗

原
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」だ
っ
た
。こ
れ
は
、児
童
・

教
職
員
・
保
護
者
の
た
め
の
学
び
方
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
で
、手
の
挙
げ
方
や
学
習
中
の
姿
勢
、

ノ
ー
ト
の
取
り
方
な
ど
、
栗
原
小
学
校
に
お

け
る
学
習
の
進
め
方
を
一
冊
に
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。
前
書
き
に
は
基
本
と
な
る
考
え

方
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
作
成
者
の
確
か
な

見
識
が
伺
え
る
。
冊
子
の
後
半
に
は
「
栗
原

小
学
校
教
職
員
と
し
て
の
約
束
二
十
六
か

条
」
と
い
う
ペ
ー
ジ
も
あ
る
。
生
徒
指
導
規

程
教
職
員
版
で
あ
る
。

　

型
を
重
視
す
る
栗
原
小
教
育
は
、「
栗
原

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
を
ツ
ー
ル
と
し
て
教
職
員

が
共
通
認
識
の
も
と
指
導
の
在
り
方
を
標
準

化
す
る
こ
と
で
、
単
元
末
テ
ス
ト
の
平
均
が

八
十
五
点
を
超
え
る
な
ど
、
明
確
な
成
果
を

上
げ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
変
化
に
対
し
て
は
脆
弱
な
面
も

見
ら
れ
る
。
授
業
ス
タ
イ
ル
は
知
識
伝
達
偏

重
の
傾
向
に
あ
っ
て
、
児
童
も
教
職
員
自
身

も
、
自
ら
表
現
す
る
こ
と
や
発
信
す
る
こ
と

が
苦
手
で
あ
る
。
子
供
た
ち
の
学
び
を
主
体

的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
教
職
員
の
主

体
性
こ
そ
さ
ら
に
伸
長
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

三
　
学
校
経
営
の
理
念

　

主
体
性
あ
る
子
供
の
育
成
を
目
指
す
と

き
、
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
釣
り
好
き

の
親
父　

の
姿
で
あ
る
。

　

釣
り
好
き
の
親
父
は
少
し
も
苦
に
せ
ず
釣

り
の
こ
と
を
学
ぶ
し
、
道
具
も
し
っ
か
り
選

ぶ
。
誰
に
も
頼
ま
れ
な
く
て
も
集
中
し
て
や

る
。
そ
れ
が
楽
し
く
て
仕
方
が
な
い
。
う
ま

く
行
け
ば
ま
た
や
る
し
、
う
ま
く
行
か
な
く

て
も
、
道
具
を
買
い
足
し
た
り
や
り
方
を
変

え
た
り
し
て
ま
た
や
る
。
そ
う
し
て
獲
得
し

た
知
見
は
実
際
の
釣
り
に
活
か
さ
れ
て
、
そ

の
知
識
や
技
術
は
本
物
と
な
る
。

　

釣
り
好
き
の
親
父
の
姿
こ
そ
、
校
長
の
考

え
る
最
高
の
学
び
の
在
り
方
で
あ
る
。
楽
し

い
か
ら
や
る―

と
い
う
極
め
て
分
か
り
や
す

い
話
だ
。
楽
し
い
授
業
を
実
現
す
れ
ば
、
子

供
の
心
に
ド
ラ
イ
ブ
が
か
か
る
。
そ
う
な
っ

た
ら
、
他
人
が
止
め
よ
う
と
し
て
も
、
止
ま

る
も
の
で
は
な
い
。
仮
に
誰
か
か
ら
止
め
ら

れ
て
も
、
子
供
は
ま
た
学
び
始
め
る
の
だ
。

四
　
栗
原
小
学
校
の
現
状

　

学
校
経
営
方
針
の
柱
に
、「
主
体
的
な
学

び
の
実
現
を
目
指
す
」
と
明
記
し
た
。
そ
の

た
め
、「
教
職
員
は
教
育
の
最
大
の
資
源
だ
」

と
考
え
、
一
人
一
人
全
員
が
持
ち
味
を
生
か

し
て
取
組
む
よ
う
に
さ
せ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
少
し
落

ち
着
い
た
今
夏
は
、
教
員
自
身
が
楽
し
く
て

や
り
た
い
授
業
を
提
供
し
、
全
校
児
童
が
自

分
で
選
ん
で
学
年
問
わ
ず
受
講
で
き
る
「
ス

マ
イ
ル
授
業
」
を
行
っ
た
。
よ
い
こ
と
か
悪

い
こ
と
か…

、
児
童
は
ふ
だ
ん
の
授
業
よ
り

も
喜
ん
で
参
加
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
校
の
学
校
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

営
方
針
で
は
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

職
員
の
判
断
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

準
・
行
動
基
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
し
て
「
Ｓ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ
↓
Ｂ
↓
Ｃ
」    
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
明
記
し
、
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

断
の
確
実
化
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

迅
速
化
を
図
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
るSafety

（
安
全
・
安
心
を
全
て
の
前
提
と
す
る
）、

Achievem
ent

（
目
的
主
義
で
実
行
す
る
）、

Basic Regulation
（
基
本
的
な
き
ま
り
を

遵
守
）、Challenge

（「
や
っ
て
み
た
い
！
」

と
心
を
動
か
す
）。

　

そ
の
結
果
、
こ
の
二
年
間
で
「
ど
う
し
た

ら
い
い
で
す
か
」「
ど
ち
ら
が
よ
い
で
す
か
」

と
問
う
教
職
員
は
少
し
減
っ
た
。最
初
は「
あ

ん
た
は
ど
う
し
た
い
ん
や
？
」
と
返
さ
れ
る

こ
と
や
「
担
当
者
が
選
べ
ん
も
ん
は
ど
っ
ち

も
駄
目
よ
」
と
突
き
放
さ
れ
る
こ
と
に
戸
惑

い
を
感
じ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
今
で
は
「
こ

う
し
た
い
ん
で
す
」
と
言
う
教
職
員
が
少
し

増
え
た
。

五
　
持
ち
越
し
と
な
っ
て
い
る
課
題

　

生
徒
指
導
加
配
を
得
た
こ
と
で
栗
原
小
学

校
の
機
動
力
は
高
ま
り
、
不
登
校
児
童
の
状

態
や
状
況
は
確
実
に
改
善
傾
向
に
あ
る
。
し

か
し
不
登
校
以
外
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
対

処
療
法
的
な
対
策
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
側
面

が
強
い
。
保
護
者
の
中
に
は
「
栗
原
小
教
育

が
我
が
子
に
は
馴
染
ま
な
い
」
と
感
じ
る
方

が
い
る
な
ど
、
学
校
や
担
任
へ
の
不
信
感
も

垣
間
見
ら
れ
る
。

　

最
近
で
は
地
域
や
家
庭
の
問
題
が
学
校
に

持
ち
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
、
教
職
員

が
疲
弊
し
て
い
る
実
態
も
あ
る
。
若
く
未
熟

な
教
職
員
が
多
い
の
は
事
実
だ
が
、
正
確
な

状
況
把
握
が
で
き
な
い
ま
ま
対
処
だ
け
先
行

し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。
学
習
指
導

案
を
書
か
せ
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
体
験
や
学

習
歴
、
レ
デ
ィ
ネ
ス
テ
ス
ト
の
結
果
は
書
け

て
も
、
そ
れ
が
児
童
『
観
』
に
な
っ
て
い
な

い
教
員
が
多
い
。
事
実
を
確
認
し
て
、
こ
れ

を
ど
う
見
取
る
の
か―

。
児
童
理
解
に
加
え

て
保
護
者
理
解
の
力
も
強
化
し
、
地
域
や
保

護
者
に
柔
軟
に
対
応
し
た
り
交
わ
し
た
り
し

な
が
ら
、
学
力
向
上
と
い
う
学
校
の
本
丸
に

力
を
傾
注
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

尾
道
市
立
栗
原
小
学
校
長　
　
石
川
順
雄

理
想
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
釣
り
好
き
の
親
父  

の
姿

楽
し
い
学
校
に
す
る
こ
と
に
全
力
を
か
け
る
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ア
フ
リ
カ
の
エ
ジ
プ
ト
に
ナ
イ
ル
川
と
い

う
大
き
な
川
が
あ
り
ま
す
。
泳
げ
な
い
は
ず

の
あ
り
が
一
度
に
三
千
匹
も
こ
の
川
を
渡
る

の
だ
そ
う
で
す
。
で
は
、
ど
う
や
っ
て
川
を

渡
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
ア
リ
た
ち
は

互
い
が
離
れ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
つ
な
が

り
な
が
ら
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
ほ
ど
の
大
き
さ
の

塊
を
創
っ
て
ナ
イ
ル
川
の
流
れ
に
乗
っ
て
浮

か
び
上
が
り
ま
す
。
そ
の
時
、
三
分
の
一
は

水
面
か
ら
出
て
い
ま
す
が
、
残
り
は
水
の
中

で
す
。
そ
の
ま
ま
流
れ
て
い
て
は
水
の
中
の

三
分
の
二
、
つ
ま
り
、
二
千
匹
は
溺
れ
死
ん

で
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
川
に
流
さ
れ
て

い
く
途
中
で
、
水
の
上
の
ア
リ
は
次
第
に
水

の
中
に
入
り
、
そ
の
代
わ
り
、
水
の
中
に
い

た
ア
リ
が
水
の
上
に
浮
か
び
あ
が
り
、
次
々

と
入
れ
か
わ
っ
て
い
く
の
で
す
。
し
ば
ら
く

は
水
の
中
に
い
て
も
大
丈
夫
で
す
か
ら
、
三

千
匹
の
ア
リ
た
ち
は
、
水
の
中
で
苦
し
い
支

え
役
を
交
代
し
な
が
ら
つ
な
が
り
を
崩
さ
ず
、

ほ
と
ん
ど
犠
牲
を
出
す
こ
と
な
く
移
動
し
て

い
く
の
で
す
。
力
の
強
い
ア
リ
が
、
苦
し
い

こ
と
は
や
り
た
く
な
い
と
言
っ
て
、
水
面
の

上
を
独
り
占
め
し
て
い
た
ら
ど
う
な
る
で

し
ょ
う
か
。
水
の
中
で
支
え
て
い
た
ア
リ
は
、

次
か
ら
次
に
溺
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
つ
い
に

は
、
強
い
ア
リ
も
含
め
て
全
部
が
死
ん
で
し

ま
う
で
し
ょ
う
。
わ
が
ま
ま
を
言
っ
て
全
滅

し
て
し
ま
う
の
か
、
苦
し
さ
を
分
か
ち
合
い

な
が
ら
み
ん
な
で
協
力
し
て
生
き
抜
い
て
い

く
の
か
。
ナ
イ
ル
川
に
住
む
ア
リ
は
、
生
ま

れ
な
が
ら
に
そ
の
知
恵
を
持
っ
て
い
る
の
で

す
。　

　

皆
さ
ん
も
最
高
の
学
級
を
創
ろ
う
と
み
ん

な
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
ね
。
今
日
紹
介
し

た
ア
リ
の
話
の
中
に
、
そ
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る

と
思
う
の
で
す
。
ナ
イ
ル
川
を
わ
た
る
ア
リ

の
知
恵
に
学
び
、最
高
の
学
級
・
学
校
を
創
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
福
山
市
立
多
治
米
小
学
校
）

　

今
日
は
、
児
童
の
皆
さ
ん
が
十
日
市
小
学

校
の
文
化
を
創
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
お

話
を
し
ま
す
。

　

四
月
に
新
し
い
学
年
が
ス
タ
ー
ト
し
て
三

か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

こ
の
一
学
期
に
十
日
市
小
学
校
で
は
、
児

童
の
皆
さ
ん
が
学
校
を
よ
り
よ
く
し
、
よ
り

楽
し
く
生
活
し
よ
う
と
、
学
級
や
学
年
で
目

標
を
立
て
て
、
友
達
と
考
え
工
夫
し
た
活
動

を
進
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　

自
伸
会
や
委
員
会
の
活
動
も
活
発
に
な
り
、

た
く
さ
ん
の
児
童
の
皆
さ
ん
が
活
動
に
参
加

し
て
、
学
校
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。

　

十
日
市
小
の
児
童
の
皆
さ
ん
は
、
一
人
一

人
が
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
、
み
ん
な

が
笑
顔
で
気
持
ち
よ
く
学
校
生
活
を
送
る
た

め
に
、
い
ろ
い
ろ
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を
だ
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
で
、

人
と
人
と
の
繋
が
り
が
難
し
い
中
で
も
、
他

学
年
や
学
校
外
の
人
と
交
流
が
で
き
る
よ
う

に
工
夫
し
、「
思
い
や
り
の
心
」
が
あ
ふ
れ

る
温
か
い
学
校
の
文
化
を
創
っ
て
く
れ
て
い

る
こ
と
に
先
生
達
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

学
校
は
、
児
童
の
皆
さ
ん
が
主
人
公
に
な

り
生
活
を
す
る
場
所
で
す
。

　

十
日
市
小
学
校
は
、
今
、
児
童
の
皆
さ
ん

が
中
心
に
な
っ
て
活
動
を
創
り
、
学
校
を
創

り
、
児
童
の
皆
さ
ん
も
学
校
も
大
き
く
成
長

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
授
業
で
学
習
し
た
い
こ
と

や
学
校
生
活
の
き
ま
り
の
こ
と
、
や
っ
て
み

た
い
こ
と
や
変
え
て
み
た
い
こ
と
、「
こ
ん

な
学
校
に
し
た
い
」
と
い
う
こ
と
を
提
案
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

一
人
一
人
が
輝
け
る
十
日
市
小
学
校
を
、

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
創
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
三
次
市
立
十
日
市
小
学
校
）

　

レ
ス
ト
ラ
ン
「
サ
イ
ゼ
リ
ヤ
」
の
創
業
者

正
垣
泰
彦
さ
ん
の
言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。

　

山
登
り
が
大
好
き
な
正
垣
さ
ん
は
、

「
僕
は
山
登
り
が
大
好
き
な
の
で
す
が
、
山

登
り
っ
て
途
中
で
も
の
す
ご
く
つ
ら
く
な
っ

て
前
に
進
め
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
ん
で

す
。そ
ん
な
と
き
、ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
知
っ

て
ま
す
か
？
」と
問
い
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
の
皆
さ
ん
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
？

（
児
童
に
し
ば
ら
く
考
え
さ
せ
る
）

　

答
え
は「
誰
か
の
荷
物
を
持
っ
て
あ
げ
る
」

こ
と
で
す
。
正
垣
さ
ん
は
、

「
自
分
だ
っ
て
、
も
う
一
歩
も
動
け
な
い
く

ら
い
き
つ
い
ん
だ
よ
。
頭
は
ボ
ー
っ
と
す
る

し
、
息
は
苦
し
い
し
、
足
も
震
え
て
い
る
。

だ
け
ど
、
そ
こ
で
あ
え
て
誰
か
苦
し
そ
う
に

し
て
い
る
人
の
荷
物
を
持
っ
て
あ
げ
る
ん

だ
。
不
思
議
な
も
の
で
ね
、
こ
う
す
る
と
力

が
湧
い
て
く
る
ん
だ
よ
。
自
分
の
ど
こ
に
そ

ん
な
力
が
残
っ
て
い
た
ん
だ
？
と
い
う
く
ら

い
ス
イ
ス
イ
登
れ
る
よ
う
に
な
る
。
人
間
っ

て
不
思
議
な
生
き
物
で
ね
、
自
分
の
た
め
だ

け
じ
ゃ
力
が
出
な
い
ん
だ
。」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
は
誰
か
の
た
め
に

何
か
し
よ
う
と
す
る
と
、
自
分
自
身
に
す
ご

い
力
が
出
る
ん
で
す
ね
。

　

さ
て
、
十
一
月
十
二
日
は
川
上
小
学
校
で

何
が
行
わ
れ
る
で
し
ょ
う
？

（
再
度
、
児
童
に
考
え
さ
せ
る
）

　

学
習
発
表
会
で
す
ね
。学
習
発
表
会
に
は
、

皆
さ
ん
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
を
は
じ

め
、
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
が
皆
さ
ん
を
観

に
来
ら
れ
ま
す
ね
。
ぜ
ひ
、
た
く
さ
ん
の
お

客
さ
ん
の
た
め
に
歌
や
踊
り
を
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
き
っ
と
、
自

分
に
す
ご
い
力
が
出
る
と
思
い
ま
す
。

　

十
一
月
十
二
日
、
素
晴
ら
し
い
学
習
発
表

会
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。   

　
　

         （
東
広
島
市
立
川
上
小
学
校
）

小
川

寛

理
事

ナ
イ
ル
川
の
ア
リ高

垣
和
子

会
員

み
ん
な
で
学
校
の
文
化
を
創
ろ
う

古
本
宗
久

副
会
長
・
理
事

「
誰
か
の
た
め
に
」
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す
べ
て
は
子
供
た
ち
の
た
め
に

広
島
県
教
育
委
員
会
事
務
局
学
び
の
変
革
推
進
部

藤
井
義
弘

副
会
長

卒
業
ア
ル
バ
ム

学
校
経
営
戦
略
推
進
課
長

働
き
方
改
革
は
、
日
本
が
抱
え
る
社
会
課

題
と
し
て
、
官
民
問
わ
ず
取
組
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
教
育
の
世
界
も
例
外
で
は
な
く
、

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
（
以
下
「
働
き

方
改
革
」
と
い
う
。）
は
、
未
来
を
担
う
子

供
た
ち
の
学
び
の
質
に
も
関
わ
る
重
要
な
課

題
と
し
て
、
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
そ
の
た
め
、
各
学
校
で
は
、
知
恵
を
絞
り
、

創
意
工
夫
し
な
が
ら
、
長
時
間
勤
務
の
縮
減

や
業
務
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
取
組
に
手
詰
ま
り
感

が
出
て
い
る
と
い
っ
た
声
も
聴
い
て
い
る
。

　
一
方
で
、
教
員
の
一
定
数
が
長
時
間
勤
務

を
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
な
ど
、
本
県
の
改

革
は
未
だ
道
半
ば
の
状
況
に
あ
る
中
で
、
今

一
度
原
点
に
立
ち
返
り
、
働
き
方
改
革
の
本

質
を
見
つ
め
直
し
て
み
た
い
。

　
働
き
方
改
革
の
本
質
は
、
よ
り
良
い
教
育

を
行
い
、
子
供
た
ち
の
幸
せ
に
つ
な
げ
る
こ

と
、
つ
ま
り
は
、「
す
べ
て
は
子
供
た
ち
の

た
め
に
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と

を
常
に
原
点
と
し
な
が
ら
改
革
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
　
社
会
が
急
速
に
変
化
し
、
複
雑
か
つ
予
測

困
難
な
時
代
に
お
い
て
、
未
来
を
担
う
子
供

た
ち
が
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
、
た
く

ま
し
く
生
き
る
力
を
育
む
た
め
に
は
、
よ
り

質
の
高
い
教
育
を
提
供
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
教
員
が
、
心
身
と
も
に

健
康
で
、生
き
生
き
と
や
り
が
い
を
も
っ
て
、

豊
か
な
教
職
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
、

日
々
、
子
供
一
人
一
人
に
全
力
で
向
き
合
う

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
、
学
校
と
行
政
が
力

を
合
わ
せ
て
整
え
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

り
、
働
き
方
改
革
の
取
組
を
強
く
推
し
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
所
以
で
あ
る
。

　
本
県
の
教
員
が
、限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、

子
供
一
人
一
人
の
良
さ
や
可
能
性
を
最
大
限

に
引
き
出
し
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

子
供
た
ち
の
豊
か
な
学
び
を
創
造
し
、ま
た
、

子
供
た
ち
の
心
に
し
っ
か
り
と
寄
り
添
い
、

豊
か
な
成
長
を
支
え
て
い
け
る
よ
う
に
、
学

校
と
教
育
委
員
会
が
志
を
一
つ
に
、「
す
べ

て
は
子
供
た
ち
の
た
め
に
」
と
い
う
教
育
本

来
の
使
命
を
し
っ
か
り
と
果
た
す
べ
く
、
働

き
方
改
革
を
一
層
推
進
し
て
い
き
た
い
。

沖
本

勝
豊

〜
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
推
進
〜

　
令
和
四
年
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
今
年
は
、
第
五
十
八
回
広
島
県
連
合
小
学

校
長
会
教
育
研
究
大
会
を
福
山
市
で
行
っ

た
。
　
県
内
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
に
な
っ
た

が
、
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
福
山
市
校

長
会
は
複
数
回
、打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、準
備
・

実
行
し
た
。

始
め
は
大
変
さ
が
目
立
っ
て
は
い
た
が
、

会
員
同
士
、
会
話
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
や

る
気
と
協
働
性
が
沸
い
て
き
て
本
番
で
は
大

き
な
達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
や
は
り
、
何
か
目
的
を
達
す
る
た
め
に
は
、

お
互
い
が
顔
を
合
わ
せ
、
意
見
を
交
わ
さ
な

い
と
意
思
疎
通
し
な
い
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ

た
。
　
こ
の
春
卒
業
を
迎
え
る
子
供
た
ち
は
、
約

三
年
間
に
渡
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
ま
と
も
に
受
け
た
世
代
で
あ

る
。
学
校
生
活
で
の
貴
重
な
経
験
と
な
る
修

学
旅
行
や
運
動
会
と
い
っ
た
学
校
行
事
も
縮

小
や
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、

日
常
の
生
活
に
お
い
て
も
自
由
な
活
動
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
制
限
さ
れ
て
き
た
経

緯
が
あ
る
。

　
そ
ん
な
中
、
学
校
生
活
の
大
切
な
思
い
出

を
収
め
る
卒
業
ア
ル
バ
ム
は
、
卒
業
生
に

と
っ
て
宝
物
と
な
る
が
、前
述
の
理
由
で
、「
行

事
が
中
止
で
写
真
が
な
い
」「
マ
ス
ク
を
し

た
写
真
ば
か
り
」
と
い
う
声
を
多
く
聞
く
。

　
ま
た
、「
デ
ジ
タ
ル
卒
業
ア
ル
バ
ム
」
の

採
用
も
増
え
て
い
る
と
聞
く
。

　
い
つ
の
時
代
で
も
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
は
、

子
供
た
ち
の
将
来
に
思
い
を
は
せ
、
心
を
込

め
た
も
の
に
し
た
い
。
楽
し
か
っ
た
学
校
生

活
を
振
り
返
り
、
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
に

感
謝
す
る
気
持
ち
を
感
じ
て
ほ
し
い
。

　
卒
業
生
は
、
卒
業
ま
で
の
学
校
生
活
で
何

か
一
つ
活
動
を
企
画
し
目
的
を
明
確
に
し

て
、
全
員
が
会
話
を
重
ね
て
い
き
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
活
動
を
や
り
切
っ

て
ほ
し
い
。

　
私
た
ち
校
長
が
経
験
し
た
や
る
気
と
協
働

性
を
ぜ
ひ
感
じ
て
ほ
し
い
。

　
体
験
し
た
こ
と
を
他
者
に
語
っ
て
こ
そ
経

験
に
変
わ
る
と
い
う
。
そ
の
経
験
を
卒
業
式

で
語
っ
て
こ
そ
真
の
「
心
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
」

が
完
成
す
る
と
信
じ
て
い
る
。

（
福
山
市
立
神
辺
小
学
校
）

　

コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
、
一
人
一
台
端
末

の
有
効
な
活
用
に
向
け
て
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
各
教
科
等
や
学

校
行
事
等
の
実
施
方
法
等
に
つ
い
て
も
学

校
が
判
断
す
る
機
会
が
多
数
あ
り
ま
す
。

今
後
も
子
供
た
ち
に
必
要
な
資
質
・
能
力

を
身
に
付
け
、
主
体
的
な
学
び
を
定
着
さ

せ
る
た
め
の
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
県
連
小
を
中
心
に
県
内
の
校
長
先
生

方
と
情
報
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
こ
の

会
報
が
連
携
を
深
め
る
一
助
と
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

今
回
の
発
行
に
関
わ
っ
て
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
と
が
き




